











































ム （ IISS ； Interactive  Internet  Survey
System）を開発した。
仙台には一般的に、　セイヨウタンポポ Taraxacum
@KNofficiale　、エゾタンポポ Taraxacum  venustum　、












































































1997 年 12 月２日（火）第１回生きもの調査検討委員会
　　  平成 10 年度生き物調査の対象生
                     物をタンポポに決定
1998 年１月７日（水）第２回生きもの調査検討委員会
　  １月中旬　　　タンポポ調査の調査票の作成開始
      １月末　　　　市民センターへの協力依頼
　  　１月 26 日（月）環境庁へ３次メッシュマップに関
                    する問い合わせ＊
                    画像マップへのライン引き＊
　　 １月 27 日（火）第３回生きもの調査検討委員会
                   タンポポ画像の修正＊































































































































ているが、RDB（Red  Data  Book)等の製作のため
の調査の専門家が使うシステムとして利用すること
も可能である。専門家による調査の中には公表でき
ない内容が含まれることがあるが、それは専門調査
員がパスワードを持ち管理することで解決できる。
　また、研究者や専門家の調査であっても公表でき
るものは公表することで、信頼性の高い新しいデー
タを市民が利用できるという利点もある。IISS を
利用することで、市民調査、環境教育等の教育的な
内容と学術研究的内容とがシステム上で共存し、新
しい形の調査システムが生まれる可能性が高い。
　この調査に対する今後の期待度に関してアンケー
ト調査した結果を図８に示す。この結果を見ると次
回の環境調査について「とてもやってみたい」と答
えた児童が 41％と高い値を示している。また､「と
てもやってみたい」と「やってみたい」を合わせる
と 91％の児童がこのような環境調査に興味を示し
ていることが分かる。一方、IISS に関するする否
定的意見は見られなかった。
　
　インターネットによる教育の発展的を考えた場合、
優れた双方向性システムは欠かせないファクターで
ある。一方的な発信者、一方的な受信者では、コミ
ニュケーションとしてのインターネットの可能性が
半減する。今回の研究過程を通じて、IISS の概念
は、インターネットの利便性と環境調査の有効性の
両者を共生させることのできる可能性を秘めている
ことが明確になった。
図８　ＩＩＳＳへの期待度に関するアンケート調査
　　　結果；「インターネットを利用したこのよう
　　　な調査があったらもう一度やってみあたいで
　　　すか」への回答
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